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はじめに

はじめに
このたびは、HIOKI DT4221・DT4222・DT4223・DT4224 
デジタルマルチメータをご選定いただき、誠にありがとうござい
ます。この製品を十分にご活用いただき、末長くご使用いただ
くためにも、取扱説明書はていねいに扱い、いつもお手元に置
いてご使用ください。

取扱説明書の最新版
取扱説明書の内容は、改善・仕様変更などのために
変更する場合があります。
最新版は、弊社ウェブサイトからダウンロードでき
ます。
https://www.hioki.co.jp/jp/support/download/

製品ユーザー登録のお願い
製品に関する重要な情報をお届けするために、ユー
ザー登録をお願いします。
https://www.hioki.co.jp/jp/mypage/registration/

HIOKI DT4221A980-03

https://www.hioki.co.jp/jp/support/download/?manual
https://www.hioki.co.jp/jp/mypage/registration/


2

梱包内容の確認

梱包内容の確認
本器がお手元に届きましたら、輸送中において異常または破損
がないか点検してからご使用ください。
特に付属品および、パネル面のスイッチ、端子類に注意してく
ださい。万一、破損あるいは仕様どおり動作しない場合は、お
買上店（代理店）か最寄りの営業拠点にご連絡ください。

梱包内容が正しいか確認してください。
　 　本体（ホルスタ装着済み）

DT4221 DT4222

DT4224 DT4223

DT4911 テストリード
（p. 26）

単4形アルカリ乾電池
（LR03）

取扱説明書

HIOKI DT4221A980-03
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オプション（別売）について

オプション（別売）について
本器には次のオプションがあります。お買い求めの際は、お買
い上げ店（代理店）か最寄りの営業拠点にご連絡ください。オプ
ションは、変更になる場合があります。弊社ウェブサイトで最
新の情報をご確認ください。

接続ケーブル類（p. 26）

取り付ける場合は、キャップを外した状態で取り付け
てください。

L4933
コンタクトピン

L4934
小型ワニ口クリップ

DT4911
テストリード

AC30 V/DC60 V

CAT III 300 V/CAT II 600 V

C0200 携帯用ケース

ケースに本体、テストリード、取扱説明書などを収納
します。

Z5004, Z5020マグネット付きストラップ（p. 29）

本器に装着し、鉄板などの壁面に本器を固定して使用
します。

HIOKI DT4221A980-03
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安全について

安全について
本器は IEC 61010安全規格に従って、設計され、試験し、安
全な状態で出荷されています。ただし、この取扱説明書の記載
事項を守らない場合は、本器が備えている安全確保のための機
能が損なわれる可能性があります。

本器を使用する前に、次の安全に関する事項をよくお読みくだ
さい。

 危 険
誤った使いかたをすると、人身事故や機器の故障につ
ながる可能性があります。この取扱説明書を熟読し、
十分に内容を理解してから操作してください。

 警 告
電気は感電、発熱、火災、短絡によるアーク放電など
の危険があります。電気計測器をはじめてお使いにな
る方は、電気計測の経験がある方の監督のもとで使用
してください。

保護具について

 警 告
本器は活線で測定します。感電事故を防ぐため、労働
安全衛生規則に定められているように、電気用ゴム手
袋、電気用ゴム長靴、安全帽などの絶縁保護具を着用
してください。

HIOKI DT4221A980-03
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安全について

表記について
本書では、リスクの重大性および危険性のレベルを以下のよう
に区分して表記します。

 危 険 作業者が死亡または重傷に至る切迫した危険性のあ
る場合について記述しています。

 警 告 作業者が死亡または重傷を負う可能性のある場合に
ついて記述しています。

 注 意
作業者が軽傷を負う可能性のある場合、または機器
などに損害や故障を引き起こすことが予想される場
合について記述しています。

重要 操作および保守作業上、特に知っておかなければな
らない情報や内容がある場合に記述します。
高電圧による危険があることを示します。
安全確認を怠ったり取り扱いを誤ると、感電による
ショック、火傷、あるいは死に至る危険を警告しま
す。
強磁石による危険があることを示します。
ペースメーカーや電子医療機器の作動を損ないま
す。

してはいけない行為を示します。

必ず行っていただく「強制」事項を示します。

* 説明を下部に記載しています。

HIOKI DT4221A980-03
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安全について

機器上の記号
注意や危険を示します。機器上にこの記号が表示されてい
る場合は、取扱説明書の該当箇所を参照ください。

この端子には、危険な電圧がかかることを示します。

二重絶縁または強化絶縁で保護されている機器を示します。

接地端子を示します。

直流（DC）を示します。

交流（AC）を示します。

･ 直流（DC）または交流（AC）を示します。

規格に関する記号

EU加盟国における、電子電気機器の廃棄にかかわる法規
制（WEEE指令）のマークです。

EU指令が示す規制に適合していることを示します。

HIOKI DT4221A980-03
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安全について

画面表示について
本器では、画面表示を次のように表記しています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

確度について
弊社では測定値の限界誤差を、次に示す rdg.（リーディング）、 
dgt.（ディジット）に対する値として定義しています。

rdg. （読み値、表示値、指示値）
現在測定中の値、測定器が現在指示している値を表します。

dgt.
（分解能）
デジタル測定器における最小表示単位、つまり最小桁の“1”
を表します。

HIOKI DT4221A980-03
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安全について

測定カテゴリについて
測定器を安全に使用するため、IEC61010では測定カテゴリ
として、使用する場所により安全レベルの基準をCAT II～    
CAT IVで分類しています。

 危 険
 • カテゴリの数値の小さいクラスの測定器で、数値の大
きいクラスに該当する場所を測定すると重大な事故に
つながる恐れがありますので、絶対に避けてください。

 • カテゴリのない測定器で、CAT II～ CAT IVの測
定カテゴリを測定すると重大な事故につながる恐れ
がありますので、絶対に避けてください。

本器はCAT III 600 V、CAT IV 300 Vに適合しています。
CAT II： コンセントに接続する電源コード付き機器（可搬形工

具・家庭用電気製品など）の一次側電路コンセント差
込口を直接測定する場合。

CAT III： 直接分電盤から電気を取り込む機器（固定設備）の一
次側および分電盤からコンセントまでの電路を測定
する場合。

CAT IV： 建造物への引込み電路、引込み口から電力量メータお
よび一次側電流保護装置（分電盤）までの電路を測定
する場合。

T  コンセント

CAT II
屋内配線分電盤

引込み口

引込み線

CAT IV
電力量メータ

CAT III

固定設備

参照：「2.3 テストリードを使う」（p. 26）

HIOKI DT4221A980-03
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ご使用にあたっての注意

ご使用にあたっての注意
本器を安全にご使用いただくために、また機能を十二分にご活
用いただくために、次の注意事項をお守りください。本器の仕
様だけではなく、使用する付属品、オプション、電池などの仕
様の範囲内で本器をご使用ください。

 危 険
テストリードや本器に損傷があると感電の危険があり
ます。ご使用の前に必ず下記の点検を行ってください。
 • テストリードの被覆が破れたり、金属が露出してい
ないか、使用する前に確認してください。損傷があ
る場合は、感電事故になるので、弊社指定のものと
交換してください。

 • 保存や輸送による故障がないか、点検と動作確認を
してから使用してください。故障を確認した場合は、
お買上店（代理店）か最寄りの営業拠点にご連絡く
ださい。

HIOKI DT4221A980-03
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ご使用にあたっての注意

本器の設置について
本器の故障、事故の原因になりますので、次のような場所には
設置しないでください。

 注 意
 • 直射日光があたる場所、高温になる場所
 • 腐食性ガスや爆発性ガスが発生する場所
 • 水、油、薬品、溶剤などのかかる場所
 • 多湿、結露するような場所
 • 強力な電磁波を発生する場所、帯電しているものの
近く

 • ほこりの多い場所
 • 誘導加熱装置の近く（高周波誘導加熱装置、IH調理
器具など）

 • 機械的振動の多い場所

コード類の取り扱い

 警 告
感電事故を防止するため、電源ラインの電圧を測定す
るときに使用するテストリードは、以下を満たすもの
をお使いください。
• 安全規格 IEC61010またはEN61010に適合しているもの
• 測定カテゴリ IIIまたは IV
• 定格電圧が測定する電圧よりも高いもの
本器のオプションのテストリード類は、すべて安全規
格EN61010に適合しています。テストリードに表示
した測定カテゴリと定格電圧に従って使用してください。
感電事故を防ぐため、本器とテストリードに表示されて
いる低い方の定格でご使用ください。

HIOKI DT4221A980-03
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ご使用にあたっての注意

 注 意
 • コード類の被覆に損傷を与えないため、踏んだり挟
んだりしないでください。

 • 断線による故障を防ぐため、リードやプローブの付
け根を折ったり引っ張ったりしないでください。

テストリードの先端はとがっているため危険です。け
がのないよう、取り扱いには十分注意してください。

測定時の注意

 警 告
本器やプローブ類に表示された定格を超える場所で使
用すると本器を破損し、人身事故につながります。定
格を超える場所で測定しないでください。
（「測定カテゴリについて」（p. 8））

 注 意
 • 各レンジの測定範囲を超える電圧を入力しないでく
ださい。本器を破損します。

 • 導通チェック、ダイオードテスト、抵抗、静電容量
測定では、本器の端子に測定用の信号が発生します。
測定対象によっては、測定信号によりダメージを受
ける可能性があります。
測定電流や開放電圧など影響がないかあらかじめ確
度表（p. 59）の「測定電流」や「開放電圧」をご確認
ください。

HIOKI DT4221A980-03
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ご使用にあたっての注意

輸送時の注意
本器を輸送する際は、以下のことにご注意ください。
なお、輸送中の破損については保証しかねますのでご了承くだ
さい。

 注 意
 • 本器を輸送する場合は、振動や衝撃で破損しないよ
うに取り扱ってください。

 • 本器の損傷を避けるため、輸送する場合は、付属品
やオプション類を本器から外してください。

長時間使用しない場合

重要
電池の液漏れによる腐食と本器の損傷を防ぐため、長い間使
用しないときは、電池を抜いて保管してください。

HIOKI DT4221A980-03
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1 概要

1.1 概要と特長
本器は安全性と堅牢性を兼ね備えた多機能デジタルマルチメー
タです。

主な特長と機能
 • RMS測定値をスピーディ表示
 • どこでも使える環境性能
（DT4221, DT4222：-10～ 50°Cで使用可能）
（DT4223, DT4224：-10～ 65°Cで使用可能）
 • ノイズの影響を抑えるフィルタ（FILTER）機能
 • 画面表示のホールド（HOLD）機能

DT4223, DT4224はAUTO HOLD機能あり
 • 長く使える堅牢ボディ（ドロッププルーフ）
 • 高速応答*でスピーディ測定

*：0 Vから100 Vまでの応答時間は約0.6秒（確度仕様内に
入るまで）

 • 電圧入力保護機能で安全測定（DT4223, DT4224）
導通 /抵抗 /静電容量 /ダイオードレンジで電圧測定しても安
全な保護回路を採用（Voltage Input Protected）
電圧入力時には赤色バックライトで電圧誤入力をお知らせ

 • 電圧誤入力時は本器内部の保護回路が動作し、本器に流れ込
む電流は1.5 mA以下に制限されます。

 • 漏電ブレーカが落ちることはなく、テストリード先端に火花
が飛ぶこともない安全設計です。

 • DT4221, DT4222は導通 / 抵抗 / 静電容量 / ダイオードレン
ジで電圧測定しても故障することはありませんが、本器に流
れ込む電流を1.5 mA以下に制限する機能や赤色バックライ
トで電圧誤入力をお知らせする機能はありません。

1 概要

HIOKI DT4221A980-03
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概要と特長

置き場に困ったら
マグネット付きストラップ
で吊り下げ可能

用途に応じて
測定用テストリード・
先端ピン類を選べます

見やすい大画面表示
暗い場所で測定値が
読めるバックライト

HIOKI DT4221A980-03
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各部の名称と機能

1.2 各部の名称と機能

正面

機種により一部表記が異なります。

DT4221 DT4222 DT4223

DT4224

表示部
（p. 20）

操作キー部
（p. 16）

ロータリー
スイッチ
（p. 18）

HIOKI DT4221A980-03
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各部の名称と機能

操作キー

DT4221, DT4222

11 22 33

通常 1秒以上長押し パワーオンオプ
ション（p. 53）

11 マニュアルレンジ
設定 /レンジ切替

マニュアルレンジ
解除

LCD全点灯、
ソフトウェア
バージョン表示

RANGE:AUTO / RANGE:MANUAL

22 表示値を手動で
ホールド設定 /
解除

相対値表示（REL）
設定 /解除

オートパワー
セーブ機能
（APS）解除5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

点灯 /消灯

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

点灯 /消灯 APS消灯

33 バックライト
点灯 /消灯

ローパスフィルタ
の設定、通過帯域
設定の切替 /解除

バックライト
自動消灯OFF

HIOKI DT4221A980-03
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各部の名称と機能

DT4223, DT4224

11 22 33

通常 1秒以上長押し パワーオンオプ
ション（p. 53）

11 オート /マニュア
ルレンジ設定 
/レンジ切替

相対値表示（REL）
設定 /解除

LCD全点灯、
ソフトウェア
バージョン表示
製造番号表示RANGE:AUTO / RANGE:MANUAL

22 表示値を手動で
ホールド設定 /
解除

表示値を自動で
ホールド設定 /解除

オートパワー
セーブ機能
（APS）解除5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

点灯

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

点滅 APS消灯

33 バックライト
点灯 /消灯

ローパスフィルタ
の設定、通過帯域
設定の切替 /解除

バックライト
自動消灯OFF

HIOKI DT4221A980-03
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各部の名称と機能

ロータリースイッチと測定内容

77
88

99
DT4221 DT4222, DT4224

11 11

33 44 55
6622

55
22

33

55
77

66
DT4223

11

44
22

33

測定機能 DT4221 DT4222
DT4224 DT4223

11

DT4221 DT4222

22

DT4221 DT4222

交流電圧測定 ○ ○ ○

DT4221 DT4222

直流電圧測定 ○ ○ ○

33

DT4221 DT4222

周波数測定 ○ ○ ○

44

DT4221 DT4222

直流 /交流電圧測定
（自動判別）

○ － ○

55

DT4221 DT4222

導通チェック ○ ○ ○

66

DT4221 DT4222

検電 ○ － ○

77

DT4221 DT4222

抵抗測定 － ○ ○

88

DT4221 DT4222

静電容量測定 － ○ －

99

DT4221 DT4222

ダイオード測定 － ○ －
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各部の名称と機能

背面
DT4224

11 22

テストリードホルダー
テストリードを固定できます。

ストラップ穴
オプションの Z5004, Z5020マグ
ネット付きストラップを取り付けま
す。（p. 29）

電池カバー
電池交換（p. 24）時にカバーを取り
外します。
（p. 24参照）

製造番号ラベル
製造番号は、9桁の数字で構成されて
います。このうち、左から2桁が製
造年（西暦の下2桁）、次の2桁が製造
月を表しています。管理上必要です。
はがさないでください。

測定端子    （p. 28参照）

11 赤色テストリードを接続します。以降、「V端子」と示します。
22 黒色テストリードを接続します。以降、「COM端子」と示します。
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表示について

1.3 表示について
エラー表示については「6.3 エラー表示」（p. 68）をご覧くだ
さい。
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交流 /直流自動判別*1

導通 /抵抗 /静電容量 /
ダイオード測定で
入力インピーダンスが
低いとき *2
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交流、直流
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導通チェック
（p. 38）
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ダイオード
（p. 39）
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測定値ホールド
（p. 45）
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相対値表示
（p. 49）
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フィルタ機能有効
（p. 47）
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オートパワー
セーブ機能有効
（p. 52）
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電池残量（p. 22）
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見方（例）：60 Vレンジで
30 V入力の場合、スケール
中央までバーが表示します。
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オートレンジ、 
マニュアルレンジ（p. 43）

*1: DT4221
*2: DT4223, DT4224
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電圧入力保護（DT4223, DT4224）

1.4 電圧入力保護（DT4223, DT4224）
導通 /抵抗 /静電容量 /ダイオードレンジの電圧誤入力警告
赤色バックライト点滅でお知らせします。ただちに測定物から
テストリードを離してください。

DT4221 DT4222

DT4221 DT4222

DT4221 DT4222

DT4221 DT4222

接地端子

電圧入力

 • 電圧誤入力時は本器内部の保護回路が動作し、本器に流れ
込む電流は1.5 mA以下に制限されます。

 • 漏電ブレーカが落ちることはなく、テストリード先端に火
花が飛ぶこともない安全設計です。

 • 保護回路は、測定状況によって自動で動作・解除します。
 • 測定端子が開放している状態（何も測定していない状態）、
または電圧入力時（約1 V以上）は保護回路が動作します。
そのとき、LCDの「LoZ」は消灯します。

 • 測定対象に接続している状態（約1 V以上）では保護回路が
解除され、LCDに「LoZ」が点灯します。

 • 1 V以下であっても測定対象に電圧があると正しく測定す
ることはできません。回路の電源を切るなど、測定対象に
電圧が印加されていない状態で測定を行ってください。

HIOKI DT4221A980-03



22

警告表示・電池残量

1.5 警告表示・電池残量
測定値が各レンジの最大入力範囲を超えたとき4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定

電圧測定
測定値と [OVER]が点滅

対処方法：
入力が最大定格を超えている場合は、ただち
に測定物からテストリードを離してください。

4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定

電圧以外の測定
測定値と [OVER]が点滅

電池残量警告表示

電池残量あり。

残量が減ると、左から目盛りが消えていきます。

電池が消耗していますので早めに交換してください。

（点滅）電池残量なし。新しい電池と交換してください。

残量は連続使用時間に対するおおよそ目安です。

電源遮断

4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定

電池残量がなくなると、表示部に [bAtt]を3
秒間表示し、本器の電源を遮断します。
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2 測定前の準備

2.1 測定の流れ
使用前には、必ず「ご使用にあたっての注意」（p. 9）をご覧ください。

設置・接続

電池を入れる （p. 24）
必要に応じて、その他オプ
ション類の準備をします。

始業前点検をする （p. 31）

測定

電源を入れて測定機能を選ぶ 安全にご使用いただくた
め、必ず測定機能を選択
してから、測定対象物に
テストリードを接続して
ください。

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

22
11

DT4221 DT4222

測定端子にテストリードを装着する 
（p. 26）
必要に応じてゼロアジャストする
（p. 50）

測定対象物にテストリードを接続する

（必要に応じて）

測定値をホールドする （p. 45）

終了

測定対象から離し、電源を切る

2 測定前の準備
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電池を取り付ける・交換する

2.2 電池を取り付ける・交換する
本器を使用するときは、単4形アルカリ乾電池（LR03）1本を
取り付けてください。また、測定前には十分な電池残量がある
か確認してください。電池残量が少なくなっている場合は、電
池を交換してください。

 警 告
感電事故を避けるため、テストリード先端を測定対象
から離してから、電池を交換してください。
電池をショート、充電、分解または火中への投入はし
ないでください。破裂する恐れがあり危険です。
交換後は、必ずカバーをしてネジを留めてから使用し
てください。

 注 意
性能劣化や電池の液漏れの原因になりますので、以下
をお守りください。
 • 古い電池を使用しないでください。
 • 極性＋－に注意し、逆向きに入れないでください。
 • 使用推奨期限を過ぎた電池は使用しないでください。
 • 使い切った電池を本器に入れたままにしないでくだ
さい。

 • 電池の液漏れによる腐食と本器の損傷を防ぐため、
長い間使用しないときは、電池を抜いて保管してく
ださい。
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電池を取り付ける・交換する

 • 点灯時は、電池が消耗していますので、早めに交換し
てください。バックライトが点灯したり、ブザーが鳴った
場合に電源が切れることがあります。

 • 使用後は必ず電源を切ってください。
 • 電池は地域で定められた規則に従って処分してください。

ネジ

背面

DT4221 DT4222

1	 以下のものを用意する 
 • プラスドライバ 
 • 単4形アルカリ乾電池
（LR03）1本

2	 テストリード先端を測定
対象から離す

3	 ロータリースイッチを
OFFにする

4	 プラスドライバで背面の
電池カバーのネジを外す
（1か所）

5	 電池カバーを外す
6	 古い電池を取り出す

7	 新しい電池（LR03）1本
を極性に注意して入れる

8	 電池カバーを取り付ける
9	 ネジで固定する
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テストリードを使う

 警 告
本器の破損や感電事故を防ぐため、電池カバーを留め
ているネジは工場出荷時に取り付けられているものを
使用してください。（M3×7.5 mm）
ネジを紛失、破損した場合は、お買上店（代理店）か
最寄りの営業拠点にお問い合わせください。

2.3 テストリードを使う
付属のDT4911テストリードを使って測定します。
測定場所に応じて、弊社オプションをご使用ください。オプショ
ンについては、「オプション（別売）について」（p. 3）をご覧
ください。

 警 告
 • 短絡事故を防ぐため、測定カテゴリCAT IIIとCAT 

IVで測定するときは、必ずキャップをつけて使用
してください。（「測定カテゴリについて」（p. 8））

 • 測定中に不用意にキャップが外れた場合は、測定を
中止してください。

 注 意
 • 安全のため、テストリードは弊社指定のものを使用
してください。

 • キャップを装着して測定する場合、キャップを損傷
しないように注意してください。

 • 金属ピンの先端は尖っています。けがをする恐れが
ありますので、先端に触れないでください。
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テストリードを使う

DT4911テストリード

キャップ

金属ピン

バリア
（p. 9）

プラグ ケーブル

金属ピン 被測定物に接続します。
キャップ装着時約3 mm
キャップ未装着時約15 mm

キャップ 金属ピンにキャップを装着して短絡事故を防止します。
バリア 金属ピンからの安全距離を示します。

測定中はバリアより先端に触れないでください。

プラグ 本器の測定端子に接続します。

ケーブル 二重被覆線（長さ 約540 mm）

ケーブル内部から白色部分が露出していたら、新しい
DT4911に交換してください。

キャップの脱着方法

キャップを取り外す キャップを装着する

キャップの根元をつまんで、引
き抜いてください。
取り外したキャップは、無くさ
ないように保管してください。

キャップの穴にテストリードの
金属ピンを通して、奥まで確実
に押し込んでください。
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テストリードを使う

本器に接続する

 注 意
 • テストリードを測定端子から外すときは、プラグの
突起部分に力を加えて外してください。

 • 断線の可能性がありますので、ケーブルを強く引っ
張らないでください。

黒赤

本器に接続する時は、プラグの突起部分に
力を加えて測定端子の奥まで押し込んでく
ださい。

COM 端子 黒色テストリードを接続
V 端子 赤色テストリードを接続
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測定場所に設置する

2.4 測定場所に設置する

ストラップで吊るして使う

オプションのZ5004, Z5020マグネット付きストラップを本器
に取り付け、磁石部分を壁面（鉄板）などに付けて使用します。

 危 険
ペースメーカーなど電子医療機器を装着した人は
Z5004, Z5020マグネット付きストラップを使用しな
いでください。また、Z5004, Z5020を近づけること
も大変危険ですのでおやめください。医療機器の正常
な作動を損ない、人命にかかわる恐れがあります。

 注 意
 • Z5004, Z5020に雨水やほこりなどがかかる場所、
または結露が生じる場所での使用を避けてくださ
い。このような場所ではZ5004, Z5020が腐食した
り劣化することがあります。また、密着性が落ち、
本器が落下する恐れがあります。

 • Z5004, Z5020をフロッピーディスク、磁気カード、
プリペイドカード、切符などの磁気記録媒体に近づ
けないでください。データが破壊されて使用できな
くなる恐れがあります。また、PC、テレビ画面、
電子腕時計等の精密電子機器に近づけると故障の原
因になる可能性があります。
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測定場所に設置する

例：Z5004

ストラップ穴

磁石
壁面（鉄板）などに付けます

正面 背面
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3 測定する

3.1 使用前の点検
使用前には、保存や輸送による故障がないか、点検と動作確認
をしてから使用してください。故障を確認した場合は、お買上
店（代理店）か最寄りの営業拠点にご連絡ください。

本器・テストリード外観の確認

点検項目 対処
本器に破損しているところや 
亀裂がない
内部回路が露出していない

目視で確認してください。
損傷がある場合は、感電事故の原因
になりますので、使用しないで修理
に出してください。

端子に金属片などゴミが付着し
ていない

綿棒などで拭き取ってください。

テストリードの被覆が破れてい
たり、内部の白色部分や金属が
露出していない

損傷がある場合は、感電事故の原因
になりますので、使用しないで交換
してください。

電源投入時の確認
（ロータリースイッチをOFF以外の位置にする）

点検項目 対処
電池残量は十分にある 表示部右上の電池表示が の場合

は、電池が消耗していますので早め
に交換してください。バックライト
が点灯したり、ブザーが鳴った場合
に電源が切れることがあります。

表示項目に欠けているところ
はない

全点灯表示で確認してください。
（p. 54）欠けている場合は修理にだ
してください。

3 測定する
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使用前の点検

動作確認
ここでは動作確認の一部を紹介します。本器が仕様どおりに動
作するかの確認には定期的な校正が必要です。

1	 テストリードが断線していないか確認する
確認方法 対処

導通チェックでテストリードを短絡
させて表示を確認する

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧
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DT4221の場合
（機種により、ロータリースイッチ
の位置が異なります）

正常：
ブザーが鳴り、0 Ω付近で値が
安定している

異常：
ブザーは鳴らず、上記以外の数
値を表示する

対処方法：
テストリードの断線の可能性が
あります。弊社指定のものと交
換してください。
テストリードを交換しても同じ
症状の場合は、本器が故障して
いる可能性があります。点検を
中止し、修理にだしてください。
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使用前の点検

2	 既知の値の試料（電池、商用電源、抵抗器など）を測定し、
所定の値が表示されるか確認する

確認方法 対処
例：
交流電圧測定で商用電源を測り
表示を確認する

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

DT4221 DT4222

正常：
既知の値を表示
（例の場合は商用電圧値）

異常：
測定値が表示されない。
本器の故障の可能性があります。
点検を中止し、使用しないでくだ
さい。

HIOKI DT4221A980-03



34

使用前の点検

3	 検電機能が正常に動作するか確認する（DT4221, DT4223）

確認方法 対処
検電チェックでコンセントなど既
知の電源に探知部をあてる

DT4221 DT4222

正常：
ブザーが鳴ります

異常：
ブザーは鳴らず、表示も変化しな
い。

対処方法：
本器の故障の可能性があります。
点検を中止し、使用しないでくだ
さい。

正常に検電チェックをするため、テストリードを本器に巻き
つけた状態で使用しないでください。検電の検出感度が悪く
なります。

測定前に

 警 告
短絡事故を防ぐため、次のことをお守りください。
 • 測定前に必ずロータリースイッチの位置を確認して
ください。

 • ロータリースイッチを切り替えるときは、テスト
リードを被測定物から外してください。

 • 本器の操作や接続は、各測定例の手順（または手順
番号）に従ってください。
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電圧を測定する

3.2 電圧を測定する
交流電圧、直流電圧、交流 /直流自動判別（DT4221, DT4223）
を測定できます。

測定前に

 警 告
本器やプローブ類に表示された定格を超える場所で使
用すると本器を破損し、人身事故につながります。定
格を超える場所で測定しないでください。
（「測定カテゴリについて」（p. 8））

本器はオートレンジで最適なレンジに自動設定されます。任意
にレンジを変更したいときは、マニュアルレンジ（p. 44）で
選択できます。

交流電圧を測定する

交流電圧を測定します。測定値は真の実効値です。（p. 付1）

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

11

22

DT4221 DT4222
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電圧を測定する

直流電圧を測定する

直流電圧を測定します。

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

2211

DT4221 DT4222

交流 /直流自動判別で測定する（DT4221, DT4223）

交流または直流を自動判別して、電圧を測定します。
（交流＋直流の測定ではありません）

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

11
22

直流電圧

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

交流電圧

22

DT4221 DT4222DT4221 DT4222

11
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周波数を測定する

3.3 周波数を測定する
周波数を確認できます。周波数表示はオートレンジ動作です。
交流電圧のレンジはRANGEキーを押すことで変更できます。

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

 • 周波数測定範囲外の信号を測定した場合、表示が「-----」に
なりますので注意してください。

 • ノイズの多い測定環境では無入力状態でも周波数表示され
ることがありますが、故障ではありません。

 • 周波数測定の感度はレンジごとに規定されています。 
（最小感度電圧（p. 60）） 
最小感度電圧未満の場合は値がふらつきます。電圧レンジ
を下げると値が安定します。ただし、ふらつきの原因がノ
イズの影響による場合は、効果を得られません。

 • 低周波数の電圧の測定でオートレンジが定まらず周波数が
測定できない場合は、電圧レンジを固定して測定してくだ
さい。

周波数を測定します。

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

11
22

DT4221 DT4222
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導通チェックをする

3.4 導通チェックをする
入力の短絡を検出し、ブザー音でお知らせします。

 警 告
測定前に必ず測定回路の電源を切ってください。
感電事故や本器の破損になります。

11

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

22

DT4221 DT4222

DT4223の場合
（機種により、ロータリースイッチ
の位置が異なります）

検出 閾値 ブザー音
短絡検出 25 Ω±10 Ω あり（連続音）
開放検出 245 Ω±10 Ω なし
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ダイオードを測定する（DT4222, DT4224）

3.5 ダイオードを測定する
（DT4222, DT4224）

ダイオードの順方向電圧を測定します。

順方向電圧 ブザー音 バックライト
0.15 V～ 1.5 V 断続音 ー

0.15 V未満 連続音 赤く点灯（DT4224のみ）

 警 告
測定前に必ず測定回路の電源を切ってください。
感電事故や本器の破損になります。

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

22

DT4221 DT4222

11

アノードカソード

逆方向に接続した場合

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

開放端子電圧は約2.5 V以下です。
測定対象物の損傷を防ぐため、事前に測定対象物の仕様を確
認してから、ご使用ください。
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抵抗を測定する（DT4222, DT4223, DT4224）

3.6 抵抗を測定する（DT4222, 
DT4223, DT4224）

抵抗を測定します。
低抵抗を正確に測定するときは、テストリードの抵抗分をキャ
ンセルする必要があります。
事前に相対値表示（リラティブ機能）を使用して、表示値をゼロ
アジャストしてください。
参照：「相対値を確認する（REL）」（p. 49）

 警 告
測定前に必ず測定回路の電源を切ってください。
感電事故や本器の破損になります。

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

22
11

DT4221 DT4222

開放端子電圧は約2.0 V以下です。また、測定電流（DC）は
レンジにより異なります。測定対象物の損傷を防ぐため、事
前に仕様を確認してから、ご使用ください。
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静電容量を測定する（DT4222, DT4224）

3.7 静電容量を測定する
（DT4222, DT4224）

コンデンサの容量を測定します。

 警 告
測定前に必ず測定回路の電源を切ってください。
感電事故や本器の破損になります。

充電されたコンデンサを測定しないでください。

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

22

DT4221 DT4222

11

有極性コンデンサを測定するときは
 • V端子（赤色テストリード）をコンデンサの＋端子へ、

COM端子（黒色テストリード）をコンデンサの－端子に接
続してください。

 • 回路基板上の部品を測定した場合、周辺回路の影響により
測定できない場合があります。

HIOKI DT4221A980-03



42

検電チェックをする（DT4221, DT4223）

3.8 検電チェックをする
（DT4221, DT4223）

電源ラインが活線かどうかを簡易的にチェックできます。活線
の場合はブザー音と表示で知らせます。この機能は被覆で覆わ
れた電源ラインで使用してください。測定状況により感知でき
ない場合があります。

 警 告
感電事故を防ぐため、テストリードをリードホルダー
に固定した状態で使用しないでください。

 • 正常に検電チェックをするため、テストリードを本器に巻
きつけた状態で使用しないでください。検電の検出感度が
悪くなります。

 • 使用前に、検電機能が正常に動作するか確認してください。
（p. 34）

4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定DT4221 DT4222

22

11

1	 測定機能を選ぶ
2	 電源ラインに本器を近づける

検出レベルを超えると、ブザー音
が鳴ります。

検出レベルの目安
電源ラインの検出レベルの目安
AC80 V～ AC600 V
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4 便利な使い方

4.1 測定レンジを選択する
オートレンジまたはマニュアルレンジを選択できます。レンジ選
択可能な測定の場合は表示部下部に [RANGE: ]が点灯します。
 • オートレンジ 測定値に合わせて最適なレンジに自動設定

 • マニュアルレンジ 特定のレンジに手動設定
（相対値（REL）機能が有効の場合はレンジ変更できません）

オートレンジで測定する

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

[RANGE:AUTO]点灯

ロータリースイッチで測定機能を切り替えると、オートレン
ジになります。

4 便利な使い方

HIOKI DT4221A980-03



44

測定レンジを選択する

マニュアルレンジで測定する
DT4221, DT4222の場合

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

を押す

[RANGE:MANUAL]点灯

を押すたびにレンジが切り替わります。
最高レンジで押すと、最低レンジに移ります。
例 : レンジが6.000 V～ 600.0 Vの場合
 6 V→60 V→600 V→6 V

マニュアルレンジからオートレンジに切り替えるには、
を1秒以上押します。

DT4223, DT4224の場合

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

を押す

[RANGE:MANUAL]点灯

を押すたびにレンジが切り替わります。
最高レンジで押すと、オートレンジに戻ります。
例 : レンジが6.000 V～ 600.0 Vの場合
 6 V→60 V→600 V→オートレンジ 
 →6 V
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測定値をホールドする

4.2 測定値をホールドする
測定値をホールドします。（バーグラフは更新されます）

手動で測定値をホールドする（HOLD）

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

測定値をホールドしたいときに
を押す

（[HOLD]点灯、測定値ホールド）

再度押すと解除します。
（[HOLD]消灯）

測定値が安定したら自動でホールドする 
（AUTO HOLD）（DT4223, DT4224）

1秒以上長押し

点滅
（安定待ち状態）

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

測定値安定
点灯
（測定値ホールド）

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

5 6 7 8 9

10
11

1
2

4
3

点灯
（安定待ち状態）

再度接続

を1秒以上押す

（[HOLD]点滅、安定待ち状態）
測定値が安定すると、「ピッ」と鳴り、
測定値がホールドされます。
（[HOLD]点灯）
測定対象物からテストリードを離し、
再度接続し、測定値が安定すると、
「ピッ」と鳴り、新しい測定値がホー
ルドされます。

また、[HOLD]点灯中に を
押すと、安定待ち状態に戻ります。
（[HOLD]点滅）
自動ホールドモードを解除するには

を1秒以上長押しします。
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測定値をホールドする

 • レンジに対する入力信号が小さいときは、自動ホールドで
きません。

 • 安定範囲内で、測定値が安定（約2秒間）すると自動ホール
ドします。

概念図（交流電圧の場合）
 

100.0 V 99.0 V

12.0 V

99.0 V

100.0 V

自動ホールドする条件

測定機能* 変動幅 閾値
交流電圧
直流電圧
（600.0 mVレンジ
は除く）

6.000 V/60.00 
V/600.0 Vレンジは
120カウント以内

6.000 V/60.00 
V/600.0 Vレンジ
は120カウント

AUTO V 120カウント以内 120カウント
抵抗、導通 100カウント以内 4900カウント
ダイオード 40カウント以内 1460カウント

*記載なき測定機能は自動ホールドなし
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ノイズを軽減させる（FILTER)

4.3 ノイズを軽減させる（FILTER)
 警 告

感電や人身事故を避けるため、交流電圧の測定時には、
適切な通過帯域設定を選択してください。誤った選択
をした場合、正しい測定値が表示されません。

ローパスフィルタ（デジタルフィルタ）により高周波ノイズの影
響を軽減できます。
交流電圧測定、交流・直流自動判別のときにこの機能を使用で
きます。
ローパスフィルタの通過帯域設定を選択できます。

例１：フィルタOFF
4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定 例２：フィルタ100 Hz

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

を1秒以上押す

（現在のフィルタ設定が表示されます）

表示中に を押すたびに、通過帯
域設定が切り替わります。

[OFF]→ [100 Hz]→ [500 Hz]→ [OFF]

 • 使用したい通過帯域設定が表示された画面で2秒待つと設
定され、測定画面に戻ります。

 • フィルタの設定を変更した場合、相対値機能（REL）は解
除されます。
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ノイズを軽減させる（FILTER)

フィルタ使用時　周波数特性の一例
（交流電圧600.0 Vレンジ、100 V入力）

0

20

40

60

80

100

120

140

10 100 1000 10000

100 V入力周波数 [Hz]

測定値[V]

フィルタ OFF

通過帯域 500[Hz]

通過帯域 100[Hz]

フィルタ使用時　周波数特性の一例
（交流電圧600.0 Vレンジ、100 V入力）

0

20

40

60

80

100

120

140

10 100 1000 10000

100 V入力周波数 [Hz]

測定値[V]

フィルタ OFF

通過帯域 500[Hz]

通過帯域 100[Hz]

フィルタ使用時　周波数特性の一例
（交流電圧600.0 Vレンジ、100 V入力）
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フィルタ使用時　周波数特性の一例
（交流電圧600.0 Vレンジ、100 V入力）
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例：航空機や船舶の電源周波数は400 Hz
電圧が100 Vの場合

フィルタ設定 画面表示値

正
OFF

100 V前後
500 Hz

誤 100 Hz 0 V付近
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相対値を確認する・ゼロアジャストする

4.4 相対値を確認する・ゼロアジャス
トする

基準値に対する相対値を確認できます。（リラティブ機能）
また、ゼロアジャスト機能として使うこともできます。
ゼロアジャストすることで、テストリードの配線抵抗の影響（導
通、抵抗測定）や配線容量の影響（コンデンサ測定）をキャンセ
ルできます。

 • 以下の測定機能を選択しているときは無効です。
AUTO V、周波数、ダイオード、検電

 • DT4223, DT4224では周波数の相対値表示も可能です。

相対値を確認する（REL）

例 : 直流電圧測定 DT4221, DT4222の場合
基準とする値を測定しているときに

を1秒以上押す

DT4223, DT4224の場合
基準とする値を測定しているときに

を1秒以上押す

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧
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]点灯

相対値が表示されます。

再度1秒以上押すと解除します。
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]消灯）
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相対値を確認する・ゼロアジャストする

ゼロアジャストする

ゼロアジャストする場合、測定機能によりテストリードの状態が異なり
ます。
下表を参照してゼロアジャストを行ってください。

測定機能 V、Ω、

DT4221 DT4222
DT4221 DT4222

テストリードの状態 短絡 開放

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

33

DT4221 DT4222

11
22

例1：抵抗測定
（DT4222, DT4223, DT4224）

1	 測定機能を選ぶ
2	 テストリードを測定端子
に接続する

3	 テストリードを短絡させる
DT4222：

を1秒以上押す

DT4223, DT4224：
を1秒以上押す

（ゼロアジャスト実行後 0.0 Ω）
4	 抵抗を測定する
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相対値を確認する・ゼロアジャストする

3.1 の１

3.2 自動判別 2 3.3 周波数 3.4 導通 3.5 ダイオード

3.6 抵抗 3.7 静電容量 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２

3.1 の 2, 3.2 交電 3.2 交直自動判別 12.1, 3.2 直流電圧

11

33

DT4221 DT4222

22
例2：コンデンサ測定
（DT4222, DT4224）

1	 測定機能を選ぶ
2	 テストリードを測定端子
に接続する

3	 テストリードを開放にする
DT4222：

を1秒以上押す

DT4224：
を1秒以上押す

（ゼロアジャスト実行後0.000 
µF)

4	 コンデンサを測定する
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バックライトをつける

4.5 バックライトをつける
を押してバックライトの点灯・消灯ができます。

無操作の状態が40秒間続くと、自動消灯します。
自動消灯機能を無効にすることもできます。（p. 53参照）

4.6 オートパワーセーブ（APS）を使う
本器の電池消耗を抑えることができます。無操作の状態が15
分間続くと、スリープ状態になります。スリープ状態が45分
継続すると、自動で電源が切れます。
初期設定はオートパワーセーブ機能が有効に設定されていま
す。（
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点灯）
オートパワーセーブ機能を無効にすることもできます。
スリープ状態の30秒前になると、APS表示の点滅でお知らせ
します。引き続き本器を使用するときは、キー操作またはロー
タリースイッチを回してください。

オートパワーセーブ機能について
 • スリープ状態のときは、いずれかのキーを押すか、ロータ
リースイッチを回すと復帰します。

 • 長時間使用するときは、あらかじめオートパワーセーブ機
能を無効に設定してください。（p. 53）

 • 使用後はロータリースイッチをOFFにしてください。ス
リープ状態ではわずかな電池消耗があります。

電源遮断から復帰する
ロータリースイッチをOFFにして、電源を入れ直してください。
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パワーオンオプション一覧

4.7 パワーオンオプション一覧
本器システム内の設定を変更したり確認することができます。
変更後、操作キーを離すと通常の表示画面に戻ります。

+ 操作キー押しながら電源を入れる
（ロータリースイッチをOFFから回す）

設定変更 方法

オートパワー
セーブ機能
（APS） 解除

（APS消灯）（参照p. 52）

APS画面とOFF画面が交互に表示されます。

4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定

4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定

電源をOFFすると、設定は無効になります。

バックライト
自動消灯を 
無効にする

（参照p. 52）

バックライトオート画面とOFF画面が交互に表示され
ます。

4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定

4.7 APS 4.7 OFF1 4.7 バックライト 4.7 OFF2 1.4 電源遮断

1.4 最大入力範囲超え 3.8 検出レベル 4.3 FILTER OFF 4.4 ゼロアジャストコンデ

ンサ

1.4 電圧以外の測定

 • 電源をOFFすると、設定は無効になります。
（DT4221, DT4222）
 • 電源をOFFしても、設定は本体で記憶しています。
有効に戻す場合はもう一度同じ操作をしてください。
（DT4223, DT4224）
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パワーオンオプション一覧

設定変更 方法

ソフトウェア
バージョンの
確認

　（OFFから1番目）

3.1 の動作確認１ 4.4 相対値２ 3.2　交流電圧

3.1 の 2

3.2 交流・直流自動判別 1 3.2 交流・直流自動判別 2

3.3 周波数 3.4 導通チェック 3.5 左 3.5 右 3.6 抵抗

4.1 オートレンジ 4.1 マニュアルレンジ 4.2 測定値をホールド 4.3 ノイズ軽減3.7 静電容量

4.4 相対値ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト 4.4 ゼロアジャスト２ 4.7 ソフトバージョン 2.1、3.2 直流電圧

例 : Ver 1.00

全点灯表示

　（OFFから2番目）

表示欠けがないか確認します。異常がある場合は使用
を中止し、修理に出してください。
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製造番号表示

　（OFFから3番目）

9桁の製造番号が3桁づつ順番に表示されます。
例：123456789
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5 仕様

5.1 一般仕様

電源 単4形アルカリ乾電池（LR03) ×1

電池残量警告電圧  •   点灯 1.4 V～ *1 *2

 •   点灯 1.3 V～ 1.4 V未満 *1 *2

 •   点灯 1.2 V～ 1.3 V未満 *1

1.15 V～ 1.3 V未満 *2

 •   点滅 1.15 V ～ 1.2 V未満 *1

1.05 V ～ 1.15 V未満 *2

 • 電源遮断 1.15 V未満にて *1

1.05 V未満にて *2

*1: DT4221, DT4222は±0.2 V
*2: DT4223, DT4224は±0.15 V

外形寸法 約72W × 149H × 38D mm
（ホルスタ、ロータリースイッチを含む）

質量 約190 g（電池、ホルスタを含む）

使用場所 屋内使用、汚染度2、高度2000 mまで

使用温湿度範囲  • 温度
 -10°C～ 50°C（DT4221, DT4222）
 -10°C～ 65°C（DT4223, DT4224）
 • 湿度

 -10°C～ 40°C　80% rh以下（結露しないこと）
  40°C～ 45°C　60% rh以下（結露しないこと）
  45°C～ 65°C　50% rh以下（結露しないこと）

保存温湿度範囲 -30°C～ 60°C（DT4221, DT4222）
-30°C～ 70°C（DT4223, DT4224）
80% rh以下（結露しないこと）

5 仕様
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一般仕様

防塵防水性 使用時：IP40（EN60529）
保管時：IP42（EN60529）
ぬれた状態での使用は禁止。端子は除く。

ドロッププルーフ コンクリート上1 m　（ホルスタ装着時）

製品保証期間 3年間（測定確度は除く）

付属品  • DT4911テストリード
 • ホルスタ（本体装着、テストリードホルダ付）
 • 取扱説明書
 • 単4形アルカリ乾電池×1（本体には装着しない）

オプション 参照：「オプション（別売）について」（p. 3）

適合規格  • 安全性：EN61010
 • EMC：EN61326
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電気的特性

5.2 電気的特性
ノイズ除去 
NMRR

 • DCV：-60 dB以上（50 Hz/60 Hz）

ノイズ除去 
CMRR

 • DCV：-100 dB以上
（DC/50 Hz/60 Hz、1 kΩ不平衡）
 • ACV：-60 dB以上（DC/50 Hz/60 Hz、1 kΩ不平衡）

応答時間
（オートレンジ）

 • 電源ON時間 2秒以内 
（LCDに測定値が出るまで、レンジ移動ない場合）
 • DCV：0.7～ 0.8秒（0 V→100 Vオートレンジ動作）*1

 • ACV：0.6～ 0.7秒（0 V→100 Vオートレンジ動作）*1

 • Ω：1.0～ 1.1秒（無限大→0 Ωオートレンジ動作）*1

 • 導通：0.5 ms以上の開放または短絡を検出 *1 *3

600 ms以上の開放または短絡を検出 *1 *4

表示更新
レート

 • 測定値：
5回 /秒（レンジ固定後、静電容量 /周波数除く）*2

0.05～ 5回 /秒（静電容量：静電容量により異なる）*2

1～ 2回 /秒（周波数）*2

 • バーグラフ：40回 /秒 更新

端子間最大
定格電圧

DC600 V/AC600 Vまたは3×106 V・Hz

対地間最大
定格電圧

AC600 V（測定カテゴリⅢ）
AC300 V（測定カテゴリⅣ）
予想される過渡過電圧6000 V

定格電源電圧 DC1.5 V ×1
単4形アルカリ乾電池（LR03）×1
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電気的特性

最大定格電力 250 mVA（電源電圧 1.5 V、導通測定入力短絡、バッ
クライト点灯時）*3

310 mVA（電源電圧 1.5 V、ダイオード測定入力短絡、
赤色バックライト点灯時）*4

定格電力  • 36 mVA+20%以下 
電源電圧1.5 V、DCV測定、バックライト消灯時

 • 6 mVA+20%以下 
電源電圧1.5 V、オートパワーセーブ時

連続使用時間 単4形アルカリ乾電池、DCV測定
バックライト消灯時 : 約40時間 *3

約35時間 *4

*1：確度仕様内に安定するまで
*2：測定範囲内にて規定（レンジ移動は除く）
*3：DT4221, DT4222
*4：DT4223, DT4224
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確度表

5.3 確度表
確度保証期間 1年間
確度保証電源電圧範囲 電源遮断（1.15 V±0.2 V）まで

（DT4221, DT4222）
電源遮断（1.05 V±0.15 V）まで
（DT4223, DT4224）

確度保証温湿度範囲 23°C ±5°C、80% rh以下（結露なし）
温度特性  • 測定確度 × 0.1/°Cを加算（23°C ±5°C以外）

 • 抵抗60.00 MΩレンジは測定確度 × 0.4/°C
を加算（23°C ±5°C以外）（DT4222のみ）

 • rdg. （読み値） 現在測定中の値、測定器が現在指示している値を表し
ます。

 • dgt. （分解能） 最小表示単位、最小桁の“1”を表します。

1	 交流電圧

レンジ
確度 *1 入力インピーダ

ンス40～ 500 Hz 500Hz超～ 1 kHz

6.000 V ±1.0% rdg.±3 dgt. ±2.5% rdg.±3 dgt. 11.2 MΩ±2.0%
100 pF以下

60.00 V ±1.0% rdg.±3 dgt. ±2.0% rdg.±3 dgt. 10.3 MΩ±2.0%
100 pF以下

600.0 V ±1.0% rdg.±3 dgt. ±2.0% rdg.±3 dgt. 10.2 MΩ±1.5%
100 pF以下

*1: レンジの1%以上で確度規定、ただしレンジの5%以下は±5 dgt.を加算
 • 過負荷保護：DC660 V/AC660 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）

（DT4221, DT4222）
 • 過負荷保護：DC750 V/AC750 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）

（DT4223, DT4224）
 • 過渡過電圧：6000 V
 • クレストファクタ：4000カウントまで3、6000カウントで2まで直線的に減少
 • 結合方式：交流結合
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確度表

 • オートレンジ移動閾値：レンジアップ 6000カウント超
レンジダウン 540カウント未満

 • 確度保証周波数範囲：40 Hz～1 kHz（確度保証周波数範囲外の測定値も表示）
 • フィルタON時100 Hz：40～ 100 Hzにて±1.5% rdg.を加算、100 Hz超の確度規定なし
 • フィルタON時500 Hz：40～ 500 Hzにて±0.5% rdg.を加算、500 Hz超の確度規定なし

2	 周波数
レンジ 確度

99.99 Hz ±0.1％ rdg.±2 dgt.
999.9 Hz ±0.1％ rdg.±2 dgt.
9.999 kHz ±0.1％ rdg.±2 dgt.

 • オートレンジ移動閾値：レンジアップ 9999カウント超
レンジダウン 900カウント未満

周波数最小感度電圧（正弦波）

レンジ 測定範囲
交流電圧レンジ

6.000 V 60.00 V 600.0 V

99.99 Hz 5.00 Hz～
99.99 Hz *1

0.600 V～ 6.00 V～ 60.0 V～

999.9 Hz 100.0 Hz ～
999.9 Hz

0.600 V～ 6.00 V～ 60.0 V～

9.999 kHz 1.000 kHz～
9.999 kHz 

0.600 V～ 6.00 V～ 60.0 V～

*1: 5.00 Hz～は6.000 Vレンジのみ、他のレンジは40.00 Hz～ 99.99 Hz
 • ただし入力は3×106 V・Hzまで
 • 測定不可時は「－－－－」表示
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確度表

3	 直流電圧
レンジ 確度 入力インピーダンス

600.0 mV ±0.5% rdg. ±5 dgt. 11.2 MΩ±2.0%
6.000 V ±0.5% rdg. ±5 dgt. 11.2 MΩ±2.0%
60.00 V ±0.5% rdg. ±5 dgt. 10.3 MΩ±2.0%
600.0 V ±0.5% rdg. ±5 dgt. 10.2 MΩ±1.5%

 • 過負荷保護：DC660 V/AC660 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
（DT4221, DT4222）

 • 過負荷保護：DC750 V/AC750 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
（DT4223, DT4224）

 • オートレンジ移動閾値：レンジアップ 6000カウント超
レンジダウン 540カウント未満

4	 AUTO V

レンジ
確度 *1 入力インピー

ダンスDC、40～ 500 Hz 500Hz超～ 1 kHz

600.0 V ±2.0% rdg.±3 dgt. ±4.0% rdg.±3 dgt. 900 kΩ±20%

*1: 交流電圧はレンジの1%以上で確度規定、ただしレンジの5%以下は±5 dgt.を加算
 • 過負荷保護：DC660 V/AC660 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）

（DT4221, DT4222）
 • 過負荷保護：DC750 V/AC750 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）

（DT4223, DT4224）
 • 過渡過電圧：6000 V
 • クレストファクタ：4000カウントまで3、6000カウントで2まで直線的に減少
 • 結合方式：直流結合
 • 確度保証周波数範囲：40 Hz～1 kHz（確度保証周波数範囲外の測定値も表示）
 • フィルタON時100 Hz：40～ 100 Hzにて±1.5% rdg.を加算、100 Hz超の確度規定なし
 • フィルタON時500 Hz：40～ 500 Hzにて±0.5% rdg.を加算、500 Hz超の確度規定なし
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確度表

5	 導通
レンジ 確度 測定電流

600.0 Ω ±1.0% rdg.±5 dgt. 200 µA±20%

 • 開放電圧：DC1.8 V以下（DT4221, DT4222）
DC2.0 V以下（DT4223, DT4224）

 • 過負荷保護：DC600 V/AC600 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
過負荷時電流：定常状態　15 mA以下、過渡状態　0.8 A以下

（DT4221, DT4222）
 • 過負荷保護：DC750 V/AC750 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
過負荷時電流：1.5 mA以下

（DT4223, DT4224）
 • 導通オン閾値：25 Ω±10 Ω（ブザー連続音）
 • 導通オフ閾値：245 Ω±10 Ω
 • 確度保証条件：ゼロアジャスト実施後

6	 抵抗
レンジ 確度 測定電流

600.0 Ω ±0.9% rdg.±5 dgt. 200 µA±20%
6.000 kΩ ±0.9% rdg.±5 dgt. 100 µA±20%
60.00 kΩ ±0.9% rdg.±5 dgt. 10 µA±20%
600.0 kΩ ±0.9% rdg.±5 dgt. 1 µA±20%
6.000 MΩ ±0.9% rdg.±5 dgt. 100 nA±20%
60.00 MΩ ±1.5% rdg.±5 dgt. 10 nA±20%

 • 開放電圧：DC1.8 V以下（DT4222）
DC2.0 V以下（DT4223, DT4224）

 • 過負荷保護：DC600 V/AC600 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
過負荷時電流：定常状態　15 mA以下、過渡状態　0.8 A以下

（DT4222）
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確度表

 • 過負荷保護：DC750 V/AC750 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
過負荷時電流：1.5 mA以下（DT4223, DT4224）

 • 確度保証条件：ゼロアジャスト実施後
 • オートレンジ移動閾値：
レンジアップ 6000カウント超

いずれのレンジでもテストリード開放時に、ハイイン
ピーダンス状態の60.00 MΩレンジに移動

レンジダウン 540カウント未満

7	 静電容量
レンジ 確度 充電電流

1.000 µF ±1.9% rdg.±5 dgt. 10 n/100 n/1 µA±20%
10.00 µF ±1.9% rdg.±5 dgt. 100 n/1 µ/10 µA±20%
100.0 µF ±1.9% rdg.±5 dgt. 1 µ/10 µ/100 µA±20%
1.000 mF ±1.9% rdg.±5 dgt. 10 µ/100 µ/200 µA±20%
10.00 mF ±5.0% rdg.±20 dgt. 100 µ/200 µA±20%

 • 開放電圧：DC1.8 V以下（DT4222）
DC2.0 V以下（DT4224）

 • 過負荷保護：DC600 V/AC600 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
過負荷時電流：定常状態　15 mA以下、過渡状態　0.8 A以下

（DT4222）
 • 過負荷保護：DC750 V/AC750 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
過負荷時電流：1.5 mA以下

（DT4224）
 • 各レンジの最大カウント：1100（10.00 mFレンジは1000）
 • オートレンジ移動閾値：
レンジアップ 1100カウント超
レンジダウン 100カウント未満

いずれのレンジでもテストリード開放時に、ハイイン
ピーダンス状態の1.000 µFレンジに移動
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確度表

8	 ダイオード
レンジ 確度 測定電流 開放電圧

1.500 V ±0.9% rdg.±5 dgt. 0.5 mA±20%
（DT4221, DT4222）
0.2 mA±20%
（DT4223, DT4224）

DC2.5 V以下
電池消耗により
電圧低下

 • 過負荷保護：DC600 V/AC600 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
過負荷時電流：定常状態　15 mA以下、過渡状態　0.8 A以下
（DT4222）
 • 過負荷保護：DC750 V/AC750 Vまたは3×106 V・Hz（1分間印加）
過負荷時電流：1.5 mA以下
（DT4224）
 • 順方向接続時にブザー断続音（閾値：0.15 V～ 1.5 V）
 • 0.15 V未満にてブザー連続音（DT4222）
 • 0.15 V未満にてブザー連続音、赤色バックライト点灯（DT4224）

9	 検電
検出電圧範囲 *1 検出対象周波数

AC80 V～ AC600 V 50 Hz/60 Hz

*1: IV2 mm2相当の絶縁電線に接触した状態にて
 • 電圧検出時はブザー連続音
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6 保守・サービス

6.1 修理・点検・クリーニング
 危 険

お客様での改造、分解、修理はしないでください。
火災や感電事故、けがの原因になります。

校正について

重要
測定器が規定された確度内で、正しい測定結果を得るために
は定期的な校正が必要です。

校正周期は、お客様のご使用状況や環境などにより異なります。
お客様のご使用状況や環境に合わせ校正周期を定めていただ
き、弊社に定期的に校正をご依頼されることをお勧めします。

クリーニング
 • 本器の汚れをとるときは、柔らかい布に水か中性洗剤を少量
含ませて、軽く拭いてください。

 • 表示部は乾いた柔らかい布で軽く拭いてください。

重要
ベンジン、アルコール、アセトン、エーテル、ケトン、シンナー、
ガソリン系を含む洗剤は絶対に使用しないでください。変形、
変色することがあります。

廃棄について
本器を廃棄するときは、地域で定められた規則に従って処分し
てください。

6 保守・サービス
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困ったときは

6.2 困ったときは
 • 故障と思われるときは、「修理に出される前に」を確認してか
ら、お買上店（代理店）か最寄りの営業拠点にお問い合わせく
ださい。

 • 修理に出される場合は、輸送中に破損しないように電池を取
り外してから、梱包してください。
箱の中で本器が動かないように、クッション材などで固定し
てください。また、故障内容も書き添えてください。
輸送中の破損については保証しかねます。

修理に出される前に

症状 確認と対処方法

ゼロアジャストできます
か？

相対値表示機能を使ってゼロアジャスト
できます。（p. 49）

充電式電池は使えますか？ 使用できますが、アルカリ乾電池と放電
特性が異なるため、電池残量表示が正し
く動作しません。ご注意ください。

画面に何も表示されない
または表示がしばらくする
と消える

電池が消耗していませんか？
新しい電池と交換してください。
（p. 24）

オートパワーセーブ機能が動作していま
せんか？
オートパワーセーブの設定を確認してく
ださい。（p. 52）
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困ったときは

症状 確認と対処方法

測定値が表示されない
測定してもゼロ表示のまま
プローブをショートしても
測定値が表示されない
ゼロアジャストできない

テストリードが断線していませんか？
導通チェックでテストリードの導通
チェックをしてください。（p. 32）
断線している場合は、テストリードを交
換してください。

テストリードは奥まで差し込まれていま
すか？
測定方法は正しいですか？
問題ない場合は、本器の故障の可能性が
あります。修理にだしてください。

表示が安定しない、ふらつ
いて値が読み取れない

入力信号が本器の入力範囲内か確認して
ください。ノイズの影響を受けている場
合は、本器のフィルタ機能を使用してみ
てください。（p. 47）

Ωファンクションなどで表
示値が「----」になり測定が
できない

測定対象に電圧が印加されていて、正し
く測定ができていません。測定回路の電
源を切るなど測定対象に電圧がない状態
で測定してください。

電源を入れるとエラー表示
になる
何も接続していなくてもエ
ラー表示になる

電源を入れ直してください。
症状が変わらない場合は、修理に出して
ください。
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エラー表示

6.3 エラー表示
エラー表示 内容 対処方法

Err 1 ROMエラー
プログラム

表示部にエラーが表示さ
れた場合は修理が必要で
す。
お買上店（代理店）か最寄
りの営業拠点にご連絡く
ださい。

Err 2 ROMエラー
調整データ

Err 4 EEPROMエラー
メモリデータ

Err 5 ADCエラー
ハードウェア故障
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付録

付録1 実効値と平均値について
実効値と平均値の違い
交流を実効値に変換する場合、「真の実効値方式（真の実効値指
示）」と「平均値方式（平均値整流実効値指示）」の2つの方法が
あります。
歪みのない正弦波ではどちらも同じ値を示しますが、波形が歪
んでくると差が生じます。
本器は、真の実効値方式です。
真の実効値方式は、確度保証周波数範囲内の高調波成分を含め
て交流信号の実効値を求め、表示します。
平均値方式は、入力波形を歪みのない正弦波（単一周波数のみ）
として扱い、交流信号の平均値を求めた上で、実効値に換算し
て表示します。波形が歪むと測定誤差が大きくなります。

測定例 真の実効値 平均値整流
100 Vの正弦波 100 V 100 V
100 Vの方形波 100 V 111 V

Vm=Vavg=VrmsVavg Vrms

t

V(t)

Vm

V(t)

t

TT
 

方形波正弦波
Vm：最大値、Vavg：平均値、Vrms：実効値、T：周期

正弦波 方形波

付録
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実効値と平均値について
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